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平成 29年度上半期財政状況（平成29年 9月 30日現在）
大田原市の財政状況（１）

科　目 予算現額 収入済額
市税 100 億 7957 万円 64 億 5446 万円

地方交付税 77 億 0000 万円 54 億 9326 万円
市債 55 億 7730 万円 0 万円

国庫支出金 48 億 7943 万円 13 億 1462 万円
県支出金 26 億 4973 万円 3 億 5088 万円

地方消費税交付金 14 億 0000 万円 8 億 1190 万円
使用料及び手数料 4 億   397 万円 1 億 8850 万円

その他 42 億 6452 万円 15 億 6496 万円
合計 369 億 5452 万円 161 億 7858 万円

収入率 43.8%

科　目 予算現額 支出済額
民生費 99 億   886 万円 44 億 3106 万円
教育費 61 億 1367 万円 13 億 6360 万円
土木費 56 億 6498 万円 22 億   495 万円
公債費 46 億 8612 万円 16 億 7786 万円
総務費 38 億 6087 万円 17 億 6110 万円
衛生費 21 億 4059 万円 9 億 3835 万円

農林水産業費 19 億 2249 万円 6 億 3478 万円
消防費 12 億 6029 万円 6 億 5963 万円
商工費 10 億 5332 万円 7 億 9536 万円
その他 3 億 4333 万円 1 億 6853 万円
合　計 369 億 5452 万円 146 億 3522 万円
支出率 39.6%

問 財政課　　（２３）８７９７
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　平成 29 年度一般会計の上半期予算現額は前年度からの繰越事業分を含め 369 億 5452 万円でした。これ
に対し、収入済額は、161 億 7858 万円、収入率 43.8％、支出済額は、146 億 3522 万円、支出率 39.6％
でした。
　前年同期と比較すると、収入率が 0.9％の増（前年度 42.9％）、支出率は 0.3％の減（前年度 39.9％）になって
います。

一般会計の概況
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文大田原市総合文化会館 議議会棟南南別館東東別館Ａ仮設庁舎Ａ棟 Ｂ仮設庁舎Ｂ棟

会計名 予算現額 収入済額 収入率
支出済額 支出率

国民健康保険事業費 97億 1891 万円 42億 6282 万円 43.9%
40 億   508 万円 41.2%

下水道事業 20億 6900 万円 8億 9748 万円 43.4%
7 億 1114 万円 34.4%

農業集落排水事業 1億 9100 万円 9709 万円 50.8%
7630 万円 39.9%

介護保険 70億 1932 万円 34億 1385 万円 48.6%
26 億 1232 万円 37.2%

子育て支援券 1億 5650 万円 9308 万円 59.5%
3433 万円 21.9%

後期高齢者医療 6億 3070 万円 3億 2928 万円 52.2%
2 億 1098 万円 33.5%

須賀川財産区 80万円 83万円 103.3%
1 万円 0.6%

特　別　会　計

　特別会計とは、特定の事業を
行う場合や特定の収入で事業を
行う場合に、経理を他の会計と
区別する必要があるため、法律
や条例で設置しているもので
す。
　本市には、国民健康保険事業
費、下水道事業、農業集落排水
事業、介護保険、子育て支援券、
後期高齢者医療、須賀川財産区
の７つの特別会計があります。

特別会計の概況

財　産
土地　5,712,248㎡ 　　　　　建物　331,804㎡  　　　　　基金　66億 3403 万円

※大田原市の財政状況（2）は次ページをご覧ください。

　水道事業の収支は、収益的収支と資本的
収支に大別できます。
　収益的収支とは、事業運営を目的とした収
支です。収入には水道料金、加入金、一般会
計からの営業補助金などがあり、支出には水
道管修繕費、人件費、借入金利子償還金など
があります。
　資本的収支とは、施設整備を目的とした
収支です。収入には工事のための国・県補
助金や起債（借入金）、工事負担金などがあ
り、支出には水道管布設工事費、移設工事
費や借入金の元金償還金などがあります。

《収益的収支》
事業運営を目的とした収支（税別）

収入 6億 6533 万円
支出 3億 4986 万円

《資本的収支》
設備整備を目的とした収支（税込）

収入 7000 万円
支出 2億   133 万円

収入および支出の状況

給水戸数 26,751 戸
給水人口 68,468 人

業務の状況

企業債 58億 4703 万円
一時借入金 0円

企業債および一時借入金の現在高

水道事業の概況

水　道　事　業

予算現額

収入済額

税　目 予算現額 収入済額
固定資産税 48億 9467 万円 35億 6503 万円

市民税 41億 5255 万円 22億 1615 万円

市町村たばこ税 4億 8160 万円 2億 1162 万円

都市計画税 3億 2287 万円 2億 3181 万円

軽自動車税 2億   788 万円 2億 1846 万円

入湯税 2000 万円 1139 万円

合計 100 億 7957 万円 64億 5446 万円
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訓大田原地域職業訓練センター 湯湯津上庁舎 黒黒羽庁舎 生生涯学習センター 体県立県北体育館

平成 28年度決算の概要
大田原市の財政状況（２）

問 財政課　　（２３）８７９７

歳入 市税の状況
税　　目 収入済額
固定資産税 49億 3970 万円
市民税 44億 1636 万円

市町村たばこ税 5億 1135 万円
都市計画税 3億 2290 万円
軽自動車税 2億 1998 万円
入湯税 2180 万円
合　計 104 億 3209 万円

市民一人あたりの
市税負担額（※）

144,507 円 

※住民基本台帳人口　72,191 人
（平成 29年 3月 31日現在）

市税
104 億 3209 万円

29.7%

使用料及び手数料
4億 2215 万円

1.2%

地方消費税交付金
13億5887万円

3.9%

その他
46 億 9941 万円

13.4%

収入済額
合計

350 億 4971 万円
収入率
94.7%

国庫支出金国庫支出金
45 億 8055 万円45 億 8055 万円

13.1%13.1%

地方交付税地方交付税
70 億 7037 万円70 億 7037 万円

20.2%20.2%

市債市債
38 億 4860 万円38 億 4860 万円

11.0%11.0%

県支出金県支出金
26 億 3767 万円26 億 3767 万円

7.5%7.5%

歳出
その他

3億 1011 万円
0.9%

商工費
9億 8675 万円

2.9%

農林水産業費
15億 1420万円

4.5%

消防費
12億 48万円
3.5%

土木費
37 億 1847 万円

10.9%

支出済額
合計

340 億 3173 万円
支出率
92.0%

教育費教育費
56 億 2744 万円56 億 2744 万円

16.5%16.5%

衛生費衛生費
21 億 8649 万円21 億 8649 万円

6.4%6.4%

公債費公債費
39億 9691万円39億 9691万円

11.8%11.8%

総務費総務費
36億 9268万円36億 9268万円

10.9%10.9%

民生費民生費
107 億 9820 万円107 億 9820 万円

31.7%31.7%

一　般　会　計

歳出科目別1人当たり決算額

市民一人あたりに
使われた金額

471,412 円 

科　目 1人当たり決算額
民生費 149,578 円 
教育費 77,952 円 
公債費 55,366 円 
土木費 51,509 円 
総務費 51,151 円 
衛生費 30,287 円 

農林水産業費 20,975 円 
消防費 16,629 円 
商工費 13,669 円  
議会費 3,881 円 
労働費 325 円 

災害復旧費 90円 

　平成 28年度一般会計の最終予算額は370億 444万円でした。これに対し決算額は、歳入 350億 4971万円、
歳出 340 億 3173 万円で、前年度に比較すると歳入 3 億 6708 万円（1.1％）の増、歳出 5 億 6792 万円（1.7％）
の増でした。
　収入済額の主な内訳は、市税 104億 3209万円、地方交付税 70億 7037万円、国庫支出金 45億 8055万円、
市債 38億 4860万円などでした。
　また、支出済額の主な内訳は、民生費（社会福祉・児童福祉関係経費） 107億 9820万円、教育費（小・中学校、
公民館、体育施設関係経費） 56億 2744万円、公債費（借入金の返済）39億 9691万円、土木費（道路、橋、公
園などの施設整備経費） 37億 1847万円、総務費36億 9268万円などでした。

一般会計の概況
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文大田原市総合文化会館 議議会棟南南別館東東別館Ａ仮設庁舎Ａ棟 Ｂ仮設庁舎Ｂ棟

一般会計 311 億 5125 万円 ※目的別、借入先別の残高は上表参照。
特別会計 106 億 6349 万円

内
訳

下水道事業特別会計 96億 2551 万円
農業集落排水事業特別会計 10億 3798 万円

　水道事業会計営業収支の決算額は、
収 益 15 億 5940 万 円、 支 出 14 億
3515 万円で、前年度と比較すると収
益 416 万円（0.3％）の減、支出 1034
万円（0.7％）の増でした。
　資本的収支の決算額は、収入 1 億
2510 万円、支出 5 億 1002 万円で、
前年度と比較すると収入 4835 万円
（27.9％）、支出 7897 万円（13.4％）の
それぞれ減でした。

《収益的収支》
事業運営を目的とした収支（税別）

収入 15億 5940 万円
支出 14億 3515 万円

《資本的収支》
設備整備を目的とした収支（税込）

収入 1億 2510 万円
支出 5億 1002 万円

収入および支出の状況

給水戸数 26,603 戸
給水人口 68,559 人

業務の状況

企業債 59億 6975 万円
一時借入金 0円

企業債および一時借入金の現在高

水道事業の概況

特　別　会　計

市債の借入残高

財　産

水　道　事　業

臨時財政対策債等
159 億 6069 万円

51.2%

衛生債
9億 575 万円
2.9%

総務債
6億 9554 万円

2.2%
その他

13 億 8650 万円
4.5%

目的別

土木債土木債
73 億 2994 万円73 億 2994 万円

23.5%23.5%

教育債教育債
48 億 7283 万円48 億 7283 万円

15.7%15.7%
借入先別

財務省等
102 億 4418 万円

32.9%

地方公共団体金融機構地方公共団体金融機構
80 億 2838 万円80 億 2838 万円

25.8%25.8%

市中銀行市中銀行
58 億 4814 万円58 億 4814 万円

18.8%18.8%

共済等共済等
19 億 6546 万円19 億 6546 万円

6.3%6.3%

その他その他
50 億 6509 万円50 億 6509 万円

16.2%16.2%

土地　5,704,371㎡ 　　　　　建物　325,645㎡  　　　　　基金　66億 3205 万円

会　計　名 予算現額 収入済額 収入率
支出済額　 支出率

国民健康保険事業費 101 億 8943 万円 100 億 5069 万円 98.6%
94 億   180 万円 92.3%

下水道事業 20億 9240 万円 21億 7123 万円 103.8%
19 億 3887 万円 92.7%

農業集落排水事業 2億 1100 万円 2億 1716 万円 102.9%
1 億 9959 万円 94.6%

介護保険 65億 9836 万円 64億 4936 万円 97.7%
60 億 9670 万円 92.4%

子育て支援券 1億 6350 万円 1億 4888 万円 91.1%
8703 万円 53.2%

後期高齢者医療 6億 4268 万円 6億 2915 万円 97.9%
6 億 2757 万円 97.6%

須賀川財産区 81万円 97.1 万円 119.9%
50.0 万円 61.7%
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